
シ
チ
リ
ヨ
リ
チ
カ
七
里
頼
回
同
三
河
法
的
。
本

願
寺
の
坊
官
で
、
元
組
二
年
金
部
御
妨
に
下
っ
た
。

天
正
二
年
越
前
の
土
民
容
が
、
府
中
の
波
小
士
山
品
凶
長

田
河
に
叛
し
、
金
郡
御
拐
の
援
を
前
ふ
や
、
七
盟
削
制
刷

は
ニ
且
上
旬
越
前
に
授
向
し
、
長
附
椛
念
寺
に
帥
し

た
。
然
る
に
制
刷
の
米
だ
命
を
似
へ
ざ
る
に
先
だ

ち
、
凶
中
の
一
日
次
郎
起
し
て
、
長
崎
城
中
山
県
坂
良
七

郎
、
河
合
庄
の
乙
部
勘
僻
同
左
衛
門
、
三
円
仙
肢
の
閉

会
Mm
六
郎
等
を
蹴
っ
た
。
畑
山
胤
乃
ち
兵
を
治
め
て
、

長
努
の
従
北
庄
の
宅
島
H
M
之
助
等
を
山
田
L
、
十
四
日

府
中
械
に
泊
っ
て
長
努
を
撤
し
た
。
次
い
で
下
問
削

岡
山
田
す
の
加
賀
よ
b
t
m
っ
て
金
卸
城
荒
川
帥
江
長
題
等
を

除
〈
に
及
び
、
閣
同
の
政
務
会
く
一

授
の
進
退
す
る

加
に
な
り
、州
制
川
は
上
七
州
酬
を
領
L
、入
且
凶
続
出
闘
地

峠
に
邸
隊
を
配
白
し
て
之
を
守
っ
た
が
、
=
一
年
総
川

信
長
の
越
前
に
侵
入
す
る
や
、
一

同
民
自
廿
皆
敗
れ
て
加

賀
に
退
い
た
。
次
い
で
剛
山
聞
は
拶
捕
玄
任
と
の
附
に

衝
突
を
生
じ
、
之
に
泊
っ
て
生
日
間
せ
し
め
、
則
立
四
年

叉
鏑
木
削
叫
信
を
紘
滋
せ
ん
と
し
て
、
北
二
部
の
一
銭

等
の
反
抗
を
受
け
、
総
に
彼
等
に
よ
っ
て
本
願
寺
の

坊
官
下
問
刑
部
卿
法
制
制
限
に
告
品
目
せ
ら
れ
た
。

シ
チ
ロ
ウ
七
郎

内

テ
石
川
部
宮
保
の
内
の

小
字
。

ジ
ツ
キ
ヨ
ウ
安
教
謹
悟
魚
叫
仰
の
子
。
資
名
光

桜
、
公
名
右
共
術
倍
、
簡
は
品
取
典
。
師
m
U附
に
任
ぜ

ら
れ
た
。
初
め
加
盟
結
は
弟
百
倍
余
俊
を
安
う
て
河
北

部
活
松
本
泉
警
の
出
酬
と
し
た
が
、
民
即
日
の
生
ま
れ
る

に
及
ん
で
、
封
筒
は
石
川
部
前
部
坊
に
移
っ
た
。
後

同
内
錯
況
の
際
、
災
救
そ
の
母
と
共
に
能
殺
の
府
中

に
雄
を
避
け
て
ゐ
た
が
、
天
文
二
年
七
H
十
九
日
手

年
二
十
六
を
以
て
そ
の
地
に
寂
し
た
。

ジ
ツ
キ
ヨ
ウ

m
H
峰
能
援
部
松
岡
寺
二
代
泌
州
出

品
川
玄
の
子
。
母
は
光
品
開
法
印
の
女
。
持
品
名
治
旬
、
は山

シ
チ
ーー
シ
ツ

名
少
将
後
宰
樹
、
簡
は
集
制
。
苧
級
四
年
加
州
錯
乱

の
際
、
父
と
共
に
自
答
し
た
。
苧
年
二
十
九

o
n殴

の
室
は
組
勝
寺
町
制
の
女
で
、
そ
の
娘
は
後
に
石
川

端
白
山
寺
長
定
に
嫁
し
た
。

ジ

ツ

キ

ン

限

近

』

元
メ
ミ
エ
イ
ジ
ヨ
ウ
御

同
見
以
上
。

ジ
ツ
ケ
ン
費
出
割
前
は
敬
氏
。
椛
大
崎
刑
罰
。
父

は
大
伯
郡
組
組
、
昨
は
本
開
地
寺
巡
犯
の
女
。
鴨
川
名
前

田M
眠
、
公
名
兵
部
卿
。
初
め
越
前
照
応
起
肪
寺
の
近

代
に
目
。
、
永
正
三
年
加
到
江
沼
川
林
に
移
白
、
大

永
五
年
寺
巡
を
廷
で
、
又
之
を
起
勝
寺
と
蹴
し
た
。

林
の
地
は
製
油
に
近
き
を
以
て
、
W
前
知
組
肪
寺
と
い

は
れ
る
。

ジ
ツ
ケ
ン
マ
チ
十
間
町

金
聞
の
町
名
で
、
寛

永
以
前
よ
り
の
川
で
あ
る
b

十
川
町
の
名
は
十
三
間

町
・十
九
間
町
な
ど
と
同
じ
く
、
初
は
戸
数
十
叫引を

有
し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
ふ。

ジ
ツ
ゴ
資
悟

諒
は
愈
丁
、
後
に
銑
俊
と
改
め

た。一辿
如
の
第
十
到
。
張
名
光
預
丸
、
公
名
は
中
将
。

住
後
両

φ

日
で
若
松
本
泉
寺
濯
悟
に
養
は
れ
た
が
、

笹
川
出
印
刷
の
は
子
山
口
敏
の
生
ま
れ
る
に
及
ん
で
、
認
簡

の
別
に
草
創
し
た
石
川
端
の
治
相
押
拐
に
移
命
、
後
顧

得
寺
の
鋭
を
本
間
剛
寺
町
如
か
ら
m
h
z

け
、
椛
少
品
川
部
に

任
ぜ
ら
れ
た
。
行
倍
天
文
十
年
本
山
本
支
系
嗣
一
容

を
若
し
、
天一
止
四
年
に
は
お
悟
促
を
録
し
た
。

十
一

年
十
H
A

二
十
日
寂
、
享
年
九
十
二。

ジ
ツ
ゴ
キ
質
悟
記

一
加
。
天
正
四
年
石
川
郡

磁
波
な
る
前
仰
傾
斜
寺
の
則
組
抗
閉山
の
一
昔
。
泌
如
上

人
一
刻
杷
と
も
い
ふ
。
悲
如
以
来
拍
凶
に
於
け
る
民

宗
興
陥
の
研
山
-同
七
十
二
僚
を
把
し
、
之
を
木
願
寺

山
剖
如
に
准
め
た
も
の
で
あ
る
。
民
如
時
代
の
記
述
が

最
も
詳
し
い
。

ジ
ツ
コ
タ
ポ
ウ

拾
窓
坊

珠
洲
郡
部
時
凶
な
る

石
倉
比
古
神
山
祉
の
枇
倫
岩
山
同
寺
中
の
本
坊
。
永
松
元

年
間
六
且
入
日
附
商
方
三
郎
の
問
地
街
地
執
淫
欣
宛

腕
に

『
Ht
時

一
代
之
拾
穀
祐
湿
』
、
元
勉
三
年
九
且
』
H

日
附
山
附
六
郎
右
術
門
賞
信
の
寄
進
紋
狗
既
に
岩
間
棋

拾
殺
坊
な
ど
a
A

見
え
る
。

ジ
ツ
シ
ョ
ウ
賀
照

前
は
敬
謝
。
権
大
約
郁
。

父
は
極
大
伯
郡
資
額
、
母
は
河
内
山
割
強
寺
謹
悼
大
倫

都
の
女
。
公
名
刑
部
卿
。
江
沼
部
起
勝
寺
を
資
し
た
。

ジ
ツ
シ
ョ
ウ
イ
ン
質
性
院

大
器
寺
務
組
前
田

利
治
の
法
践
。
詳
し
く
は
質
性
院
機
袋
宗
用
大
医

士。
ジ
ツ
シ
ョ
ウ
イ
ン
資
性
院

(
一
〉
沿
革

l
紅
泊

郡
大
型
寺
町
に
在
っ
て
、
附
田
洞
宗
に
邸
す
る
。
大
型

寺
務
組
前
回
利
治
の
入
部
し
た
時
、
侍
臣
玉
升
市
正

貞
直
之
に
従
ひ
、
克也氷
十
八
年
辺
外
紙
微
を
金
棚
聞
か

ら
制
翻
し
て
岡
村
に
腐
ら
し
め
、
矢
廊
崎
宗
英
の
牌

を
置
い
て
宗
英
胞
と
判
明
し
た
が
、
祇
微
は
正
保
元
年

十
二
且
十
一
日
溢
化
し
た
。
時
に
門
下
天
柱
諮
怖
は

金
慨
に
賠
た
が
、
附
村
の
庖
室
に
掠
り
て
伽
蹴
を
廷

で
、
祇
徹
を
閉
山
と

L
.
改
め
て
瀦
光
山
宗
英
寺
と

脱
し
た
。
次
い
で
市
山
治
三
年
利
治
残
し
て
こ
の
寺
に

納
骨
し
、
笠
年
益
を
城
南
に
築
き
、
伽
磁
を
そ
の
地

に
即
位
し
て
、
改
め
て
金
花
山
良
性
院
と
観
し
た
。

。
一
〉
悦
代

l
話
時
の
位
持
は
泡
外
紙
徹
を
閉
山
と
し

て
、
二
代
天
柱
探
術
、
三
代
市
川
翁
巡
浦
、
四
代
無
得

良
倍
、
五
代
王
洲
指
獄
、
六
代
梅
携
行
田
山
、
七
代
短

限
契
中
、
八
代
頑
翁
筏
石
、
九
代
無
限
遊
冊
目
、
十
代

怒
且
世
間
山
、
十

一
代
自
邸
古
川
晶
、
十
二
代
出
限
滋
時
間
、

十
三
代
宜
克
台
道
、
十
四
代
遊
策
仁
方
、
十
五
代
千

桜
哲
盟
、
十
六
代
大
砲
玄
策
、
十
七
代
岱
洲
勉
俊
、

十
八
代
甘
雨
認
綜
、
十
九
代
蔚
天
箇
雲
、
二
十
代
務

宗
哲
見
、
官
一
代
耕
雲
王
問
、
サ
ニ
代
館
第
制
加
を

経
て
明
治
期
に
入
る
。

ジ
ツ
ジ
ヨ
ウ
イ
ン
質
成
院

加
賀
市
川
主
第
六
代

前
回
苦
徳
の
側
室
辻
氏
の
法
脱
。
詳
し
〈
は
質
成
院

恕
空
白
務
大
節
。

ジ
ツ
ジ
ヨ
ウ
ジ

賛
成
寺

金
持
好
川
寺
町
に
在

っ
て
、
永
正
山
と
鋭
し
、
日
一辿宗
に
闘
す
る
。
点
字

二
年
の
陶
狭
山
首
に
、
永
正
十
四
年
日
授
之
を
石
川
地

野
h
k

市
に
創
立
し
た
が
、
前
回
氏
に
及
ん
で
金
郡
小

ホ
野
に
純
じ
、
利
院
の
時
河
原
則
に
移
さ
れ
、
後一応

に
今
の
地
に
従
っ
た
。
貸
何
十
一
年
前
凶
軍
政
の
生

母
質
成
院
の
夜
す
る
や
、
山
市
寺
に
界
砲
を
行
ひ
、
後

明
人
強
屋
を
設
け
た
と
あ
る
。
然
ら
ば
日
成
院
の
法
制
則

は
常
寺
川
町
を
採
っ
た
も
の
と
見
え
る
。

シ
ツ
セ
イ

執
政

明
治
元
年
十
二
且
J
1
五
日
加

賀
滞
は
行
政
官
か
ら
殻
布
せ
ら
れ
た
滞
治
略
制
に
基

づ
き
、
従
来
の
年
寄
・家
老
を
版
し
、
〈
若
年
前
は
阪

に
腹
せ
ら
れ
て
居
た
。
〉
執
政
・器
政
を
也
い
た
。
そ

の
執
放
は
年
寄
に
料
品
り
、
窓
政
は
家
老
に
泊
る
も
の

で
あ
る
が
、
従
来
の
如
き
門
閥
に
よ
る
こ
と
な
〈
、

一
般
士
人
巾
の
材
幹
あ
る
も
の
を
探
ん
で
任
ず
る
こ

と
L

し
た
。

ジ
ツ
ソ
ウ
イ
ン
費
相
院

大
場
寺
務
世
第
二
代

前
回
利
明
の
子
で
、
出
口
似
詣
{
づ
京
一苅
の
夫
人
で
あ

っ
た
佐
野
鱗
の
法
蹴
O

詳
し
く
は
貨
相
院
謎
光
路
地

大
姉
。シ

ツ
ソ
ウ
ケ
ナ
ラ
ビ
=
キ
ユ
ウ
ハ
ン
モ
ン
ジ
ヨ

執
奏
家
並
窪
藩
文
舎

一
加
。
白
山
比
昨
制
批
謎
部

第
六
靴
と
し
て
活
版
に
附
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
鍛
訟
の
三
料
に
は
白
山
比
昨
制
枇
文
也
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
大
部
分
前
祉
の
貸
物
と
し
て
保
存
せ
ら

れ
て
問
た
も
の
を
集
め
た
の
で
あ

o、
本
艇
の
も
の

は
前
開
仰
の
腕
に
反
古
同
椋
に
政
芭
せ
ら
れ
て
ゐ
た
も

の
か
ら
怒
り
出
し
た
の
で
あ
る
と
い
」。

ジ
ツ
ソ
ウ
ジ
資
相
寺

金
保
彦
=
一
町
に
在
っ
て
、

三
六
七


